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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物の一又は複数のコロニーと培地とを含むペトリ皿中の少なくとも一種の特定され
た微生物の存在を判定するための方法であって、前記培地が、微生物の一又は複数のコロ
ニーと、存在する場合前記少なくとも一種の特定された微生物とが適切な増殖条件下で増
殖するのを可能にするように適応されている方法において、
　－　撮像システムを用いて、ペトリ皿の少なくとも一つの初期画像を取得するステップ
であって、第一の初期画像が一又は複数の可視画素を含み、各画素が画素値と関連付けら
れているステップ；
　－　少なくとも一つの初期画像に第一の処理を適用することによってペトリ皿の第一の
処理済み画像を取得するステップであって、第一の処理済み画像の可視画素が微生物の一
又は複数のコロニーに関連する画素のみに関連付けられているステップ；
　－　第一の処理済み画像に第二の処理を適用することによってペトリ皿の複数の第二の
処理済み画像を取得する ステップであって、第二の処理済み画像の可視画素が微生物の
一又は複数のコロニーと微生物の前記一又は複数のコロニーの周辺の周囲ゾーンとに関連
付けられた画素のみに関連しているステップ；
　－　少なくとも一つの初期画像と複数の第二の処理済み画像との間の差分を計算するこ
とによってペトリ皿の複数の第三の処理済み画像を取得するステップであって、複数の第
三の処理済み画像が培地に関連付けられた画素のみに関連する可視画素を含むステップ；
　－　複数の第二の処理済み画像と第一の処理済み画像との間の差分を計算することによ
ってペトリ皿の複数の第四の処理済み画像を取得するステップであって、複数の第四の処
理済み画像の可視画素が周囲ゾーンに関連付けられた画素のみに関連しているステップ；
　－　複数の第三の処理済み画像の平均画素値と複数の第四の処理済み画像の平均画素値
との間の差分値を、赤緑青（ＲＧＢ）色チャネルの少なくとも各色チャネルについて計算
することによって、複数の第三及び第四の処理済み画像に関連付けられた特徴量を決定す
るステップ；
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　－　決定された特徴量を分類することによって、ペトリ皿中の周囲ゾーン内の少なくと
も一種の特定された微生物の存在の指標の値を決定するステップ；
　－　指標の値を閾値と比較するステップ；
　－　比較の結果に応じて、ペトリ皿中の周囲ゾーン内の少なくとも一種の特定された微
生物の存在を判定するステップ
を含む、方法。
【請求項２】
　第一の処理がセグメンテーション処理である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　セグメンテーション処理が、閾値の決定と、画素値と前記閾値の比較とを含む、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記セグメンテーション処理が、グラフベースの領域セグメンテーション処理である、
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　第二の処理が、複数の定義された値を有する拡張基準に関連付けられた拡張処理である
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　特徴量を決定するステップが、複数の第三の処理済み画像と第四の処理済み画像を画素
パッチに分割することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　各画素パッチについて、前記第三の処理済み画像と第四の処理済み画像の画素値間の画
素値の最大差分を計算することを更に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　特徴量を決定するステップが、グレースケール画像に対して画素値の最大差分を計算す
ることを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　特徴量を決定するステップが、複数の第一の処理済み画像の中央画素値とＨＳＶ空間に
対する複数の第一の処理済み画像の中央画素値とを計算することを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　特徴量を分類するステップが、特徴量の分布をガウス分布と比較することを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１１】
　特徴量を分類するステップが、分類及び回帰ツリーアルゴリズムとサポートベクトルア
ルゴリズムを適用して、対応する第一及び第二スコアを提供することを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１２】
　特徴量を分類するステップが、ベイズ定理を第一及び第二スコアに適用することを更に
含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　特徴量を分類するステップが、周囲ゾーンの存在の統合可能性を取得することを更に含
む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　指標の値を閾値と比較するステップが、ガウス分布の平均と標準偏差σに基づいて閾値
を決定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも特定された微生物の存在を判定するステップが、ベータ溶血性細菌である細
菌の存在を判定することを含む、請求項１、２、３、５、６、７、８、１０又は１４の何
れか一項に記載の方法。
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【請求項１６】
　少なくとも特定された微生物の存在を判定するステップが、プロテウス菌である細菌の
存在を判定することを含む、請求項１、４、９、１１、１２又は１３の何れか一項に記載
の方法。
【請求項１７】
　微生物の一又は複数のコロニーと培地とを含むペトリ皿中の少なくとも一種の特定され
た微生物の存在を判定するためのシステムであって、前記培地が、微生物の一又は複数の
コロニーと、存在する場合前記少なくとも一種の特定された微生物とが適切な増殖条件下
で増殖するのを可能にするように適応されており、ペトリ皿の少なくとも一つの初期画像
を取得するための撮像システムと、処理システム（１０８）とを備えるシステム（１００
）において、前記処理システム（１０８）が、
　－　ペトリ皿の少なくとも一つの初期画像の第一の処理済み画像を取得するための第一
の処理ユニットであって、第一の処理済み画像の可視画素が微生物の一又は複数のコロニ
ーに関連付けられた画素のみに関連する第一の処理ユニット（１１６）；
　－　ペトリ皿の第一の処理済み画像の複数の第二の処理済み画像を取得するための第二
の処理ユニットであって、第二の処理済み画像の可視画素が微生物の一又は複数のコロニ
ーと微生物の前記一又は複数のコロニーの周辺の周囲ゾーンとに関連付けられた画素のみ
に関連する第二の処理ユニット（１１８）；
　－　第二の初期画像と第二の処理済み画像との間の差分を計算することによってペトリ
皿の複数の第三の処理済み画像を取得するためと、第二の処理済み画像と第一の処理済み
画像との間の差分を計算することによってペトリ皿の複数の第四の処理済み画像を取得す
るための計算ユニットであって、第三の処理済み画像が培地に関連付けられた画素のみに
関連し、第四の処理済み画像の可視画素が周囲ゾーンに関連付けられた画素のみに関連す
る計算ユニット（１２０）；
　－　第三の処理済み画像の平均画素値と第四の処理済み画像の平均画素値との間の差分
値をＲＧＢ色チャネルの少なくとも各色チャネルに対して計算することによって、複数の
第三の処理済み画像と第四の処理済み画像に関連付けられた特徴量を決定するための特徴
抽出ユニット（１２２）；
　－　及びペトリ皿中の周囲ゾーン内の少なくとも一種の特定された微生物の存在の指標
の値を決定し、指標の値を閾値と比較し；かつ比較の結果に応じて、ペトリ皿中の周囲ゾ
ーン内の少なくとも一種の特定された微生物の存在を判定するための分析ユニット（１１
０）
を備える、システム（１００）。
【請求項１８】
　実行されると、プログラマブルデータ処理装置に請求項１から１６の何れか一項に記載
の方法のステップを実行させる命令を含むコンピュータプログラム製品。
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